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海の森づくり 第4回こんぶサミット  のご成功をお祈りします。

主　　催　 特定非営利活動法人　海の森づくり推進協会（http://www.kaichurinn.com)
後　　援　 環境省・外務省、公財）海と渚環境美化・油濁対策機構、公財）日本釣振興会、

 日時：2014年10月4日（土）　13：30～17：00
場所：東京海洋大学白鷹館２F多目的スペース

 PART Ⅱ 海藻類とヨウ素
  
 PART Ⅱ 海藻類とヨウ素
  

参加費  ：2,000円/人（報道関係者並びに学生証提示学生は無料）

 日時：2014年10月4日（土）　13：30～17：00
場所：東京海洋大学白鷹館２F多目的スペース

参加費  ：2,000円/人（報道関係者並びに学生証提示学生は無料）

社）国際海洋科学技術協会、社）海洋産業研究会
お問い合わせ先：
　　　　　◆横浜事務局（藤野）e-mail: shujiro.fujino@mbe.nifty.com
   　　　　 携帯電話：　090-4914-2345　Fax:　045-922-3448
　　　　　◆秋田事務局（松田）e-mail: matsuday2006@yahoo.co.jp　Tel & Fax: 018-833-7734

 

タイトル：『ヨード欠乏症ー世界の大きな課題ー』
■会場で以下の書籍の注文を受け付けます。乞う！ご期待！

B.S.へッツェル  著、山本 智英  訳、入江 實  監修　発行　1994年5月23日
　発行者　入江　實、ICCIDD（ヨード欠乏症国際対策機構）日本支部
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第4回こんぶサミット 　PART   II 　　　海藻類とヨウ素  PART  II 　　　海藻類とヨウ素
　　　　　【趣旨】

　「海の時代」に入りましたが世界の海洋秩序は定かではなく、世界の環境・食糧・医療・安全保障等問題は
深刻さを増しております。そのような時代に対処するために日本では最近、海洋基本法が制定されました。
それは、海洋の開発及び利用と海洋環境の保全との調和、海洋の安全確保、科学的知見の充実、海洋産
業の健全な発展、海洋の総合的管理と国際的協調を基本理念とし、「我が国の経済社会の健全な発展及
び国民生活の安定向上を図るとともに、海洋と人類の共生に貢献すること」を目的としています。海との
賢い付き合いも長い日本には、その海洋基本法の理念と目的に沿った「海」を特徴とする国際貢献が期待
されています。しかし、日本の沿岸の磯焼けは顕著で漁村は高齢化と後継者不足に直面しています。そこで、
私達は環境・水産再生の鍵である藻場の重要性を認識し、小規模で小回りが効く「種糸100ｍ運動」と「硫酸
第一鉄」を使った海洋施肥試験からなる「海の森づくり」を全国展開し、ITはじめ、シンポジウム・サミット・
講演会・出版・研修ツアー・体験教室等を通して一般市民との連携の場を広めてきました。
　「海の森づくり」のベースとして考えられるコンブには、非常に多くのヨウ素が含まれております。ヨウ素
はヨード欠乏症対策や放射能汚染対策といった人類生存に係る重要な問題解決に貢献する可能性をもっ
ております。PART II ではその可能性と限界について徹底的に検討願いたい。

【目的】
　当協会が勧める「海の森づくり」は人工的かつ効率的な藻場づくりに貢献するもので、日本の特徴を生か
しつつ、国際貢献に繋がる賢い海の利用に対して1役を担うものです。
　当行事は、このような「海の森づくり」対する国民の認識を高め、循環型社会の構築に貢献することを目的
とします。

【世界 のヨウ素栄養状態 2014】（出典：ICCIDD Global Network 2014：3頁参照）

 基　調　講　演　の　部
　総合司会（納土）　　司  会（入江）　　 開会・閉会（松田）

総合司会、司会、開会・閉会

　これは世界のヨウ素栄養状態 を学童の
尿中ヨウ素濃度の中間値によって分類した
地図である。（日本については（公財）成長
科学協会がおこなった調査結果がSubnational dataと記載されている。）世界人口の約30%が ヨウ素欠乏
状態にある。2003年以来ヨウ素栄養状態は改善している。すなわち2011年の時点で2003-2007年 と比較
して、ヨウ素欠乏国の数は54から32へ と減少し、ヨウ素摂取が適量な国は67から105へ増加した。しかし
改善の進み具合は非常に遅く、世界の学童の29.3%（２億４千 百万人) はヨウ素摂取不足と推定さ れる。
ヨウ素栄養状態には明かな地域差が存在し、南東アジアがヨード摂取量の少ない学童が最も多い(７千
６百万人)。 アフリカではほとんど改善がなく、39%(５千８百万人)はヨード摂取が適量でない。近年、ヨウ素
充足国と考えられていた国（特に欧米）において学童、その母親のヨウ素摂取量が低下している傾向が認
められる。

基調講演者１　  基調講演者２　   基調講演者３　   話題提供者１　   話題提供者２　   話題提供者３

【これまでの海の森づくりイベント（除海の森づくり支援事業）】

◆シンポジウム
2014   第11回　海の森づくりの過去・現在・未来
2013    第10回　昆布生産の聖地南茅部と海の森づくりー食材開発とコンブの多面的機能
2012    第9回　  生物多様性と海の森づくり－海の森づくりの社会貢献－
2011    第8回　  東京湾の魚たち、今・昔
2010    第7回　  海と森の共生
2009    第6回　  海洋施肥と海の森づくり
2008    第5回  　バイオ燃料と海の森づくり
2007    第4回  　海洋環境と沿岸漁業振興問題解決策としての海の森づくり
2006    第3回　  食糧・環境問題解決策としての海の森づくり
2005    第2回　  里山、里地、里海を考えよう
2004    第1回　  いま、なぜ海の森づくりか？
2003    講演会　21世紀の海づくり、魚づくり、人づくり
◆海の森づくりサミット
2014　第4回こんぶサミット：海の森づくりの過去・現在・未来/海藻類とヨウ素
2009    第3回こんぶサミット in 壱岐･東京・重茂・青森・宇和島　豊かな海との共生を目指して
2007    第2回こんぶサミット in 壱岐･東京～環境と食育～
2005    第3回こんぶサミット in おおむら
◆研修ツアー
2014    西岬・富津ツアー
2010    中国青島ツアー
2009    壱岐ツアー、重茂･青森ツアー、宇和島ツアー
2005    中国大連ツアー、壱岐ツアー

◆恒例イベント
4-5月　多摩川河口の干潟観察会
5-7月　観音崎磯の海藻観察会
7月　   海藻おしば体験教室
◆受賞暦
2013    秋田県環境大賞（環境保全の部）受賞
2010    水産ジャーナリストの会2009年度賞受賞

（白岩先生）          （紫芝先生）          （布施先生）          （熱田先生）　        （桑折氏）     　（オオニシ先生）
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会場：東京海洋大学白鷹館２F多目的スペース　2014年10月4日（土）

海の森づくり 第4回こんぶサミット  のご成功をお祈りします。

　   海の森づくり第4回こんぶサミット　PART Ⅱ :  海藻類とヨウ素

昆布科の海藻を濃縮・固形化

しました養殖あわび用飼料
昆布科の海藻を濃縮・固形化

しました養殖あわび用飼料
北米のジャイアントケルプを主原料に、サイズは
稚貝用の粉末から５ｃｍｘ１５ｃｍの成貝用まで、
生簀の水中に投下して約一週間形状を保ちます
（給餌は週一回でＯｋです）。
給餌テストをして頂ける養殖事業者様を募集致して
おります。

北米のジャイアントケルプを主原料に、サイズは
稚貝用の粉末から５ｃｍｘ１５ｃｍの成貝用まで、
生簀の水中に投下して約一週間形状を保ちます
（給餌は週一回でＯｋです）。
給餌テストをして頂ける養殖事業者様を募集致して
おります。

総合司会　                    海の森づくり推進協会理事　納土　伸男
シンポジウム司会　       公財）成長科学協会名誉顧問　入江　實

 
13：00～               受付
13：30～13：35  開会の辞
13：35～13：40         シンポジウム司会から
13：40～17：00　　 　シンポジウム
13：40～15：10　 　　基調講演の部
13：40～14：10          基調講演１　海藻とヨウ素 
                                                                           筑波大学生命環境系教授　　白岩　善博
14：10～14：40　 基調講演２　ヨウ素と甲状腺との関係
                                                                並びに世界のヨウ素欠乏・過剰症問題　　　　　
                                         公財）成長科学協会ヨウ素関連調査研究委員会副委員長・
                                                                            元日本甲状腺学会理事長　　紫芝   良昌
14：40～15：10  基調講演３　ヨウ素に関連する臨床医学的課題
　　　　　　　　　　       公財）成長科学協会ヨウ素関連調査研究委員会委員長　布施　養善

15：10～15：20  休憩

15：20～16：00  パネル討議第1部
                                     話題提供１　昆布で戦うネパール・ヨード欠乏症
                                                                 ネパール・ヨードを支える会理事長　 熱田   親憙
            話題提供２　昆布で国際交流
                                          札幌こんぶ屋店長・ピマラヤン・グリーン・クラブ会員　 桑折　広幸
            話題提供３　昆布に関する薬膳の見解
                                                                              やまと薬膳「いってん」主宰   オオニシ 恭子

16：00～16：40  パネル討議第２部　

　　　　　　　　　　   会場の皆さんからの疑問点にお答えして行きます。今回は、日本の
                                       ヨード関係の専門家が結集いたしております。海藻と非常に関係の
                                       あるヨードについてこのような討議の機会は世界でも初めてです。

16：40～16：45  まとめ
16：45～16：55  掃除
17：00   閉会の辞
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14：10～14：40　 基調講演２　ヨウ素と甲状腺との関係
                                                                並びに世界のヨウ素欠乏・過剰症問題　　　　　
                                         公財）成長科学協会ヨウ素関連調査研究委員会副委員長・
                                                                            元日本甲状腺学会理事長　　紫芝   良昌
14：40～15：10  基調講演３　ヨウ素に関連する臨床医学的課題
　　　　　　　　　　       公財）成長科学協会ヨウ素関連調査研究委員会委員長　布施　養善

15：10～15：20  休憩

15：20～16：00  パネル討議第1部
                                     話題提供１　昆布で戦うネパール・ヨード欠乏症
                                                                 ネパール・ヨードを支える会理事長　 熱田   親憙
            話題提供２　昆布で国際交流
                                          札幌こんぶ屋店長・ピマラヤン・グリーン・クラブ会員　 桑折　広幸
            話題提供３　昆布に関する薬膳の見解
                                                                              やまと薬膳「いってん」主宰   オオニシ 恭子

16：00～16：40  パネル討議第２部　

　　　　　　　　　　   会場の皆さんからの疑問点にお答えして行きます。今回は、日本の
                                       ヨード関係の専門家が結集いたしております。海藻と非常に関係の
                                       あるヨードについてこのような討議の機会は世界でも初めてです。

16：40～16：45  まとめ
16：45～16：55  掃除
17：00   閉会の辞
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万年の里海から
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大原漁港　
               つり船

お問い合わせ 社団法人　やまと薬膳
〒633-0112　奈良県桜井市初瀬1059番地　TEL&FAX 0744-57-9038
ホームページ　http://www.itten.me/
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NPO法人「海の森づくり推進協会」についてはこちらから

検索

http://www.kaichurinn.com
海の森づくり 会員募集中

第　　回第　　回

こんぶサミットこんぶサミット

広　告

４４
海の森づくり 第4回こんぶサミット  のご成功をお祈りします。

主　　催　 特定非営利活動法人　海の森づくり推進協会（http://www.kaichurinn.com)
後　　援　 環境省・外務省、公財）海と渚環境美化・油濁対策機構、公財）日本釣振興会、

 日時：2014年10月4日（土）　13：30～17：00
場所：東京海洋大学白鷹館２F多目的スペース

 PART Ⅱ 海藻類とヨウ素
  
 PART Ⅱ 海藻類とヨウ素
  

参加費  ：2,000円/人（報道関係者並びに学生証提示学生は無料）

 日時：2014年10月4日（土）　13：30～17：00
場所：東京海洋大学白鷹館２F多目的スペース

参加費  ：2,000円/人（報道関係者並びに学生証提示学生は無料）

社）国際海洋科学技術協会、社）海洋産業研究会
お問い合わせ先：
　　　　　◆横浜事務局（藤野）e-mail: shujiro.fujino@mbe.nifty.com
   　　　　 携帯電話：　090-4914-2345　Fax:　045-922-3448
　　　　　◆秋田事務局（松田）e-mail: matsuday2006@yahoo.co.jp　Tel & Fax: 018-833-7734

 

タイトル：『ヨード欠乏症ー世界の大きな課題ー』
■会場で以下の書籍の注文を受け付けます。乞う！ご期待！

B.S.へッツェル  著、山本 智英  訳、入江 實  監修　発行　1994年5月23日
　発行者　入江　實、ICCIDD（ヨード欠乏症国際対策機構）日本支部


